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当社原子力発電所の原子力規制検査における 

２０２１年度第３四半期評価結果（核物質防護関係）について 

 

昨日、当社原子力発電所の原子力規制検査における２０２１年度第３四半期の評価結果 

（核物質防護関係）が、原子力規制委員会へ報告されました。 

内容については、以下のとおりです。 

 

＜２０２１年度第３四半期の評価結果（核物質防護関係）＞ 

 女川原子力発電所 東通原子力発電所 

指摘事項等 あり なし 

件 数 １件 ― 

 

＜指摘事項等の詳細＞ 

件 名 
女川原子力発電所における核物質防護事案（立入承認） 

（２０２１年１０月１２日発生） 

概 要 

 協力会社作業員が自身のＩＤカードと他人のＩＤカードを取り違えて使用

し、警備員による確認でも気付かず、周辺防護区域※１まで入域する事案が  

発生した。（防護区域に入域する前に判明） 

 本事案で指摘を受けた点は以下のとおり。 

・協力会社がＩＤカードを適切に管理していなかったこと 

・警備員による人定確認が不十分であったこと 

・警備員による不審点の確認が不十分であったこと 

 これを踏まえ、以下のとおり、再発防止対策を実施済である。 

・協力会社にＩＤカードの保管管理を徹底させるよう指導した 

・周辺防護区域境界入口に生体認証装置※２を導入した 

・警備員による不審点の確認ルールを明確化した 

 なお、故意によるものではないことを確認している。 

重要度 緑 

深刻度 SL Ⅳ 

 

当社といたしましては、引き続き、改善活動の積極的かつ適切な運用に努め、原子力発電所

における核物質防護の確実な実施に向けた取り組みを進めてまいります。 

 

※１：核燃料物質を使用・貯蔵する建屋（防護区域）の周辺に、許可のない人や車両が立ち

入れないよう区画した区域 

※２：個人の身体的特徴を用いて本人確認を行う装置 

 



【参考】「周辺防護区域」と「防護区域」のイメージ 
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